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「とりあえず、相手の女性のフルネームと勤務先は判明しました。名前は冴木洋子。勤務先は斉藤システムという会社です」

　玲子がスマホに連絡してきたので、おれは現時点でわかっていることを報告した。

「それだけですか？」

　そう言う玲子の声は、なんだか不満そうだ。

「と、言いますと？」

　おれはわざととぼけてみせる。

「主人とその女のなれそめとか、不倫の経緯などはわかりませんでしょうか」

　おれは玲子に気づかれないように溜息をついた。そんなことまで調査するとなると、ずいぶん深入りすることになる。調査費も掛かる。

　しかし、そりゃそうだろうなあ。旦那と女がどんな付き合いをしてきたのか、誰だって知りたがるだろう。

「わかりました」

　おれは言った。

「しかし、そうしたことを調査するとなると、かなり時間がかかります」

「構いません。とことんやってください」

「では、そうですね、一週間後にまた報告します」

　ここで電話を切る。玲子はまだ何か話したかったようだが、長電話になると困るのでこちらから電話を切った。

　さてと、冴木洋子をどうするか。

　いくらあっちに非があると言っても、また、いくら連絡先をあっちから提示したとしても、すぐに電話をかけるのはまずい。へたをするとゆすりかたかりと思われてしまう。あのときは大丈夫です大丈夫ですと言ったが、冴木洋子はおれが気を変えて金をふんだくろうと思いはじめたのではないかと考えるかもしれない。警戒されるだろう。少なくとも一週間は間を置いたほうがいい。

　てなわけで、おれは一週間後に彼女の職場に電話をすることにした。ついでに、彼女の会社についてネットで少し調べた。その会社のウェブサイトによると、やはり業種はIT系。スタッフの紹介もある。驚くことに、SEの欄に冴木洋子のことが写真付きで紹介されていた。冴木自身の文章も掲載されている。社内の様子や、職場の雰囲気や、SEとしての日常なんかが書かれている。冴木洋子は割と美人なほうだから、こうしてスタッフ紹介に取り上げられたのだろう。それにしても、SEとはな。若くて美人でしかもSEとあれば、もてるだろう。

　気合を入れて、彼女の会社の電話番号をプッシュする。

「はい、斉藤システム、池田が承ります」

　出たのはうぐいす嬢並みの美声の持ち主だった。

「もしもし、堀江と申しますが」

　おれはもちろん、女の声だ。おれも、声に関しては負けてはいない。これでも女の声が出るようにボイストレーニングを重ねてきたんだ。

「はい、お世話になります」

「あの、技術部の冴木さんをお願いしたいんですが」

「しばらくお待ちください」

　しばらく保留のメロディが鳴って、冴木が出る。

「はい、替わりました。冴木です」

「あの、堀江と申しますが」

「堀江様ですか」

　おれはあのときに自分の名前を彼女に伝えてはいない。声だけでは、どこの馬の骨かわからないだろう。ちょっとおちょくってみせるかな。

「あの、居酒屋であなたと抱き合って倒れた人間ですが」

「あ、あのときの」

　一発でわかったようだ。

「あのときは大変申し訳ありませんでした。その後、大丈夫ですか？ 体に痛みはありませんか？」

　そこまで心配する必要はないだろうよ。別に魂胆があるにきまっている。おれは彼女が初めておれを見たときに目を丸くしたのを忘れてはいなかった。彼女があのとき何を考えていたか、おれは何となく察しがついている。おれの予感が正しかったら、ますます面白い事態になりそうだ。

「ええ、大丈夫です」

「よかった。で、今日はどういったご用件でしょう？」

「あの、実はちょっと相談したいことがありまして」

「と、申しますと？」

「初対面の方にお願いするのは大変気が引けるのですが、できれば相談に乗っていただきたいことがありまして、どこかでまたお会いできませんでしょうか」

　ほんの一瞬、間を置く。彼女のほくそ笑む顔が目に見えるようだ。

「わかりました。今夜はいかがですか」

「ありがとうございます。今夜だとありがたいです」

「この間の居酒屋ではどうでしょうか」

「はい。あの居酒屋の前で」

「時間は七時でいかがでしょうか」

「わかりました。七時にお伺いします」

　ますます彼女が顔の筋肉を緩めるのが手に取るようにわかる。まあ、その点ではおれも同じだ。おれもにやにや笑いを抑えることができなかった。

　電話を切る。おれは思わずガッツポーズになった。

　さて、後は奈緒美に手伝ってもらって念入りに女装を仕上げるだけだ。服装は何がいいかな。平日だし、OLという設定だから、別の色のスーツにしよう。おれは女の恰好をしているときは二十代前半に見えるから、あいつはおれを年下と思っているだろう。できるだけ、可愛らしい恰好にしていこう。化粧も割とナチュラルな感じにして、うぶな印象を醸し出すのだ。




　17




　おれは割と早めにその居酒屋が入っているビルの入口に行った。冴木洋子は時間きっかりに来た。満面に笑みを浮かべている。おれはその笑顔の奥に、彼女の魂胆の存在を見出さずにはいられなかった。

　店に入り、カウンターに席をとると、冴木はビールを二つといくつかのおつまみを注文した。言ってみりゃ、おねえさん気取りだな。おれは彼女の言いなりになることにした。わざと場を仕切らせておくのだ。おれの予感が正しければ、彼女はだんだん有頂天になっていくだろう。

　乾杯を終えると、彼女はさっそく言った。

「で、相談ってのは、どんなこと？」

　おれはすんでのところで笑い出すのをこらえた。彼女、もうすでにタメ口になってしまっている。

「あの、言いにくいんですが」

「遠慮しないで、何でも言って。あたしはあなたに借りがあるから、できるだけ相談に乗ってあげる」

「ありがとうございます」

　ぺこり。おれって、ほんとに可愛い女だなあ。

「冴木さんだけが頼りです」

「洋子と呼んで」

「じゃあ、あたしのことは雅子と呼んでください。洋子さん。あたし、実は、ある男の人と付き合っているんですが」

　ここで洋子は少し不機嫌な顔になる。だがほんの一瞬だ。あわててもとの笑顔を取り戻す。

　おれの予感はほとんど確信に変わった。

「それで？　うまく行っていないの？」

「いえ、そういうのとちょっと違うんですが。あの、実はそろそろ別れたいと思ってるんですが」

　ここで洋子の笑顔はますます大きなものになる。

「そうなの」

「ええ。でも、ちょっとしつこい男の人で、なかなか別れられないんです」

「そう」

「洋子さんは、男の人を振った経験、ありますか？」

「あるわよ」

　そう言ってビールに口をつける。中ジョッキの半分ほどで、洋子は既に顔を少し赤くしている。酒に弱いほうなんだろう。困ったな。おれはどんなに飲んでも顔に出ない。可愛らしい妹分を演じるためには、相当アルコールをセーブしなくては。

「しつこい人だったですか？」

「うーん」

　顔を上に向けて天井を見上げる。

「未練がましい男だったことは確かだった。しつこいとは言い切れないかも。いずれにしても、男はいざとなると弱いもんよ。復縁を迫って泣き出すくらいなんだから」

　洋子とおれは笑った。

「相談っていうのは、その男のこと？」

「はい。何とかうまく別れる方法がないかと思って」

「はっきり言っちゃいなさいよ。もういやだって。うんざりだって。こっちが強い態度に出て、押し切るのよ」

「そんなに簡単に行きますか？」

「もちろん、簡単じゃないかもしれないけど、強気で行かなくちゃ」

「でも、そうもいかないんです。その男の人、女々しいどころか、強面するところがあって、ちょっと怖いんです」

　そこで洋子はちょっと顔をしかめた。何かを思い出したような様子だ。わかってるって。あのヤクザっぽい男のことだろう。そのうちにその男のことも訊くからな。

「じゃあ、ちょっとやっかいかもしれないわね。でも、迫力で負けちゃだめよ。その男、暴力を振るったことはある？」

　おれはかぶりを振った。

「いえ、それはありません。でも、別れ話を切り出したら、どうなるかわかりません」

「困ったわねえ」

「もう一つ困ったことがあるんです」

「どういうこと？」

「いえ、これはちょっと言えません」

「いいから、この際だからなんでも言って」

　洋子は完全に姉貴気取りだ。どうしようかな。おれはちょっと迷った。少し反応を見てみるか。おれは思い切って洋子の手をそっと握った。

　洋子が目をまんまるにしておれを見る。

　そして、おれの手を強く握り返した。

　やっぱり思った通りだ。

「言ってみて」

「言えません」

「言って」

「怒りませんか？」

「どうしてあたしが怒らなきゃいけないの？ いいから、言いなさいよ」

「実は……あたし、その男の人にちょっとお金を借りているんです。それがどうしてもすぐには返せなくて」

　ははーん。やっぱり金の無心だったか──とは思わないんだなあ、洋子は。頭の中の考えがスケスケだぞ。

「いくらくらいなの？」

　おれはわざと口をとがらせてみせる。

「あたしはお金が欲しいんじゃありません」

「あたしもお金をあげるつもりじゃないわ」

　そう言いながらも、洋子はおれの手を離さない。

「でも、お金を貸してあげることはできる」

「え？　でも……」

「だから、金額を言ってみて」

「三百万」

　おれは適当に金額を言った。これでも控えめにしたほうだ。いわば、一種の賭けだな。だが、あのヤクザっぽい男のことを考えると、無理な金額ではないだろう。

「初対面の冴木さんにお金を無心することはできません」

　おれは洋子の顔を真正面から見据えて言った。だが、彼女の手を離しはしなかった。

「今のことは忘れてください」

　洋子は、にっこりと笑ってみせる。

「聞いちゃった以上、忘れることはできない」

　親しみを強調するつもりだろう、笑顔のまま、ちょっと首を傾げる。

「何とかなるかもしれない。考えておくわ」

「でも」

「いいから」

　洋子はおれの手を握る手にますます力を加える。

「近く、まとまったお金が入るかもしれないの」

　おいおい、そんなことまで言っていいのか。逆に警戒されるぞ。

　もっとも、おれは警戒しないがな。警戒するのは、あの男のことだ。

「駄目です。忘れてください。お金は自分で何とかします。これでも、少しは貯金があるんです。ボーナスも出たばかりだし」

「だったらなおいいわ。その差額をあたしが貸してあげるというのはどう？」

「初対面の冴木さんに甘えられません」

「洋子と呼んで。それに、初対面じゃないわ」

　おれは洋子の手を離した。彼女は未練がましいような顔をしたが、握り返したりはしなかった。

「そうだ。ねえ、今度、あたしんちに遊びに来ない？」

「いいんですか？」

「うん。せっかく知り合いになれたんだから、お互いのことをもっと知りたいし。お友達になりたいわ」

「ありがとうございます。近いうちに、きっと伺います」

　おれたちはそれぞれのスマホを取り出し、電話番号とメールアドレスを交換した。ちなみに、おれのスマホは二台のうちの一つで、女でいるとき専用のものだ。女装してアプローチした相手に男の声で出たらまずいからだ。

　その後、おれたちはもう少しビールを飲み、腹ごしらえをした。店を出るときには、洋子は顔が真っ赤だった。おれも酔っ払ったふりをしていたが、誰かの支えが必要なのは洋子のほうだった。地下鉄の駅まで一緒に行き、そこで別れた。洋子はおれをマンションまで送っていきたがったが、おれは頑として断った。まさか、男物と女物が同じぐらいある部屋を見せるわけにはいかない。洋子は残念そうだったが、深追いはしなかった。そのかわり、おれが約束の日時に彼女のマンションを訪れることを何度も念を押した。







【つづく】



小説指南セレクト
【会話の魔術】

　栗林元




　常々、小説は「話芸」であると言っているが、そう思ったきっかけは、苦情電話処理の仕事をするようになってからである。

　私は作家としての知名度はほぼ皆無。長年のブログの読者ぐらいしか買ってくれないので、小説だけの収入では当然生活できない。そこで三年前から、私はメーカーのコールセンターで苦情電話の初期受信業務に就いていたのである。この三年間がじつに小説修行にもなっている。今回は、そんな話である。

　苦情電話の初期対応はマニュアルがあるので迷う事はないし、どの相談員が出ても同じ回答になるのだが、不思議なことに相談員の巧い下手で、相手の反応には差がでるのである。




　例を挙げてみよう。




　商品の品質に関する問い合わせや苦情は、当然メーカーで受けねばならない。だが、販売会社で製品を売った際の接客やマナーなどの対応の苦情となるとこれはメーカーとしては関与のしようがない。最大限できることは「こういうご指摘があった」とお伝えする程度である。




　この応対だが、同じ内容を伝えながら正反対の結果になる事がある。




　一、炎上パターン




「先日、御社の製品を買ったのだが、そのときの販売店の対応に大変立腹した」

「お客様、接客に関することですと、販売会社と私どもメーカーは別会社ですから、指示命令や指導もできずお話お伝えすることぐらいしかできません。それでもよければお聞かせください」

「そんな対応しかできないのか、おまえじゃ話にならない上司に代われ、客にとっては●●販売もメーカーの●●も同じだろうが」




　二、感謝されるパターン




「先日、御社の製品を買ったのだが、そのときの販売店の対応に大変立腹した」

「それはご不審の念を抱かせましたね。詳しくお聞かせください」

「（詳しい内容）」

「そうだったのですか、販売会社のこととはいえご不審な思いをさせました。お話伺って判りましたが、これは販売会社さんとお客様との間のお話で、私どもメーカーが立ち入れる問題ではありません。残念ながら関与ができません。

　ただ、せっかくお話お聞きしましたので、このご指摘、私どもからも●●販売株式会社にお伝えいたします。ただ、お伝えするだけで、指示命令や指導はできませんので、その点はご理解ください」

「ええ？●●さんと●●販売さんって違う会社なの？」

「そうなんです、もうしわけない。でもご指摘お伝えすることはできますから、させてください」

「まあ、関係ないことなのにお手数かけてありがとう」




　どうだろうか。両パターンとも、伝えている内容は全く同じなのに反応は正反対である。詳細を見ていこう。




　炎上パターンでは「お伝えすることしかできません」と言っている。感謝される方は、「お伝えすることならできます」だ。この「できません」と「できます」の違いが全体のトーンを消極的で逃げ腰か積極的で前向きかのイメージの違いになっている。




　炎上パターンでは、客の話の詳細まで聞かずに「できません」。感謝パターンでは、じっくり聞き込んだ上で判断している。

　さらに、いきなり「伝えることしかできませんが、よければ話して」と、「関与はできません、ただ、お話聞いたので伝えさせてください」の違いだ。

　感謝パターンが、まず「できない」と地獄に突き落としてから「伝えさせて」と蜘蛛の糸を垂らすのに対して、炎上パターンは「伝えることしかできない」といきなり蜘蛛の糸を見せるのである。同じ「蜘蛛の糸」でもありがたみが正反対だ。




　また、販売会社とメーカーが別会社であるという事も、炎上パターンの方は、早々に冒頭で「説明」しているのに対し、感謝パターンは客が「気づく」ように誘導している。説明で理解することは人によっては論破されたことと同義である。気づきであれば人は反発せずに受け入れる。これもテクニックである。さらに「別会社」ということは責任回避というネガティブな印象を与えてしまう。




　これがクレーム電話対応も「話芸である」という所以である。叙述の順番で印象が変わる。これが小説などのストーリーづくりと大変似ているのである。

　相手にどんな印象を与えるかを考えながら組み立てるところも小説と同じだ。







　小説指南https://cyta.jp/novel/s/shousetushinan/




宇宙キッドの作り方 メカキッドの逆襲3
　murbo




　宇宙キッドは、傷つきながらもメカキッドを倒したかに思えた。しかし、メカキッドは沈黙する事はなかった。




　======




　上空に現れたズレイノウンは、メカキッドの残骸に向かってメタビーストビームを照射すると、四肢が破壊され、首も千切れたメカキッドが浮き上がり、それに周囲の鉄の破片などが集積して一回り大きな、これまでとは全く違う形になった。首の無いその形は、傍らに落ちている首を拾い、自分で体にくっつける。崩れた頭に金属片がまとわりつき、新たな顔が現れる。その姿はメカキッドの強化タイプの電撃メカキッドだ。もうメカキッドの面影は無い。宇宙キッドはスーパー宇宙キッドに変身し、三式宇宙銃スペースガンタイプ3を撃つ。しかし腕でブロックされる。腕は無傷だ。

　変形完了した電撃メカキッドはオーバーヒートで口から火炎を吐き、カクカクと狂ったような動きをする。しゃっくりのようにも見えるこの動きの繰り返しは電子頭脳の再起動の繰り返しだ。徐々に動きも無くなり電撃メカキッドは新しい電子頭脳も獲得していく。そして最適化が完了すると指の強力な電撃でスーパー宇宙キッドに攻撃を開始した。



　スーパー宇宙キッドはフルパワーの三式宇宙銃で反撃する。高速移動で電撃攻撃をかわしながらのレーザー射撃で電撃メカキッドの頭に直撃でダメージを与える。体を後ろ側へさば折のように倒れ、活動停止させたかに見えたが、一瞬で立ち直る。胸の装甲を開き、メカキッドの電磁砲よりも更に強力なハイパー電磁砲を発射する。すかさず三式宇宙銃のレーザーで相殺しようとするが効力はなく、ついに三式宇宙銃を破壊されてしまった。そして弾き飛ばされるスーパー宇宙キッド。

　圧倒的な力を見せる電撃メカキッド、右手をゆっくり振り上げ、指先に電流を溜めてスーパー宇宙キッドに向かって振り下ろす。地面を走る電撃、なすすべもなく直撃を受ける。窮地に立たされる宇宙キッド。残った力を振りしょぼって立ち上がるが、更に電撃メカキッドの頭からの電撃、左手の電撃を続けざまに受ける。必死にこらえる。その間に少しずつ間を詰めてくる電撃メカキッドに、右フックでまた遠くへ飛ばされる。ヘルメットも飛ばされ、スーパー宇宙キッドの変身も強制的に解除させられる。更なる電撃の波状攻撃を受ける。

　途切れる事のない電撃に宇宙キッドは絶体絶命だ。気が遠くなるその時、突然電撃が止まる。全てが静止したように静まり、宇宙キッドがゆっくり後ろを向くと、背後にSSLの隊員がパラボラの付いた機械を構えていた。電撃メカキッドの電子頭脳をかく乱させる電波を照射できるマッドウェーブ砲だ。ほっとしたのはつかの間で、電撃メカキッドは角のような形の部分からの雷撃砲の攻撃を再開した。SSL隊員もマッドウェーブを照射する。雷撃は宇宙キッドを狙い続けるが、マッドウェーブの力も負けていはいない。連続照射を行うなかで、両手の電撃銃も追加してマッドウェーブのかく乱電波を上回る力を発揮する。ついに電撃メカキッドの執拗な攻撃によってマッドウェーブ砲は破壊されてしまった。強力な電撃を浴びせ続けられる宇宙キッドも意識を失ってしまう。優勢に見える電撃メカキッドもマッドウェーブの威力に頭の雷撃砲を破壊されてしまい、けっして万全ではなかった。止めを刺すために電撃メカキッドはサングラスシャッターを強制排除して、目から反撃の破壊光線を発射した。宇宙キッドは直前に覚醒する。全身に青くなり黄色い光が全身を走る。電撃攻撃をものともせず、飛び上がって電撃メカキッドに飛び乗り、エネルギーを開放状態にして照射する。過剰なエネルギーにオーバーロードする電撃メカキッド。ついに爆散する。今度こそ電撃メカキッドは完全に沈黙した。自我を取り戻した宇宙キッドは駆け寄るSSL隊員たちに弱弱しい笑顔で答える。北へ逃げる魔人ゴースを見ながら、次の戦いを最終決戦にしようと誓う。

【END】



【電撃メカキッド】

　メカキッドの強化版。宇宙キッドによって破壊されたメカキッドをゴースのメタビーストビームによって再生パワーアップされたロボット。電気を武器にして戦う。

　全長／4.6m

　体重／2.3t

　武装／電撃銃 x8、雷撃砲 x1、破壊光線 x2、ハイパー電撃砲 x1



　今回のメカはメカキッドのパワーアップ版の電撃メカキッドです。メカキッドの流用パーツが使えるし、これは楽勝だ！と思ってたらほんの少ししか使えず、ちまちまデザインを起こさないと足りない部品が一杯あって結局いつもの時間かかってしまった。

　これで一旦、戦え！宇宙キッドはお休みして、追加修正して一冊にまとめる予定です。次回は何か描きましょうかね。


　既刊本紹介



【弾射音既刊本】
クラフトロン 弾射音短編集 SF編
　本格SFから文明批評まで、バラエティ豊かな4編を収録。 




「クラフトロン」…夫のテリーは旅先の地球で他の観光客もろとも消息を絶ち、私は軍人として捜索を命じられる。2体になった自由の女神、巨大化した凱旋門、超高速で地中海を走行するストーンヘンジ。変異に地球は飲み込まれ、私はついにテリーの真実を知る……。




「イナイア・ブリューロンの世界」…管理者として、私は〈インキュベーター3〉に赴任する。そこでは破壊工作者騒ぎが起きていた。私は他の二人の管理者に、破壊工作者と疑われる。〈ブライト・チャイルド〉たちの、見てはいけない真実。私はついに、〈インキュベーター3〉の正体を知るのだった。 




「『小説』株式会社」…22世紀、小説は廃れ、「フィクト」にとってかわられている。マツヤマ・インダストリは、その「小説」を復活させるべく、子会社を設立する。しかし、親会社の重圧に押され、事態は思わぬ方向へ進んでいく……。 




「死体来ます」…未曾有の食糧危機をきっかけに、人類は人肉を食するようになる。死体処理工場に勤務するぼくは、同僚の可愛いクミちゃんや優しい部長と楽しい日々を送る。毎日、たくさんの死体が運び込まれる職場。果たして、食糧危機がなくなる日は来るのだろうか？

　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MP4I8JE






今度、死ぬことになった 弾射音短編集 ミステリ編
　弾射音のちょっと毛色の変わったミステリー小説を3編収録。 




「今度、死ぬことになった」…私は大学時代の友人、西井から、「今度、死ぬことになった」という文面の手紙を受け取る。急いで彼のアパートへ出向くと、彼はひどくやつれて病床に臥せっていた。今夜、死ぬのだと言う。意志の力で生き延びる奴もいれば、意志の力で予定通りに死ぬ奴もいる。大した違いはない。彼はそう言って死んでいく。しかし、最後に、彼は恨みを持つ女のマンションに時限爆弾を仕掛けたと遺言を残す。私はどうしたらいいのか？ 




「ついさっき、人を殺してしまいました」…僕はノイローゼの原因となった上司を刺し殺し、逃亡する。殺すに至った経緯や逃亡の近況をツイッターで発信しながら。そのうちに、僕を捕まえようとするハンターの集団が結成される。必死に捜査する警察と、ゲーム感覚のハンターチーム。僕は果たして逃げおおせるのだろうか？ 

「ラフター」…事業に行き詰まったナイト・ジャガーは、妻と娘を殺してしまう。無理心中するつもりだったのか、それすらわからない。そこでナイト・ジャガーは、パソコンのAIソフト、ラフターに相談を持ちかける。ナイト・ジャガーとラフターは、死体処理の方法などを話し合うようになるのだった……。

　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MOZXM22









理由なき朝食 弾射音ショートショート集Vol.1
　夜中の三時、ママはぼくをいきなり起こす。朝食を食べなさいと言うのだ。よりによって、こんな真夜中に。しかし、ママは真剣そのもので、取りつく島がない。パパとお姉ちゃんはパニックだ。そのうちに、みんなは泣きながら真夜中の朝食を始める……奇妙な味の表題作など、バラエティ豊かな24編を収録。ちょっとした時間に楽しめます。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MUQJGT8






ぱおにゃん？ 弾射音ショートショート集Vol.2
　暇だったので、ぼくはつい象と猫のハイブリッドを作ってしまった。体長4メートル、鼻が長くて全身毛だらけの象猫は、僕たち夫婦の家の庭で元気に「ぱおにゃん！」と鳴く。妻はパニックだ。今すぐ捨ててきなさいと言う。しかし、それもかわいそうだ。超巨大な象猫を、ぼくはいったいどうしたらいいのだろう？……生物学者の騒動を描く表題作など、今回はSFばかり17編を収録｡本格SFからスラップスティックまで、バラエティ豊かな作品群をお楽しみください。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MW4ZC78






デイズ・オヴ・ホミサイド
　どうして人を殺すのが悪いことかわからないって？ じゃあ、こんな話はどうだ？……殺人が犯罪ではない近未来。人々はいとも簡単に殺し合い、死んでいく。加藤芳雄はある日、吉田美枝子を地下鉄内で殺す。政府のコンピューター内に蘇った吉田美枝子は、逆に芳雄を殺そうと反撃に打って出る。何十人もの吉田美枝子に襲われ、何度も記憶をなくして、芳雄は、次第に精神を崩壊させていく。そしてついに、吉田美枝子は芳雄の呪わしい運命の真相を明かすのだった。SFのかたちを借りて、生命の尊厳を問う。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MKDQSLA






彼女の手の中のバービー
　彼女はいきなり僕の顔に化粧をした。僕は彼女の手で、どんどん女になっていく－－美人女子大生と女装少年の、奇妙な愛のかたち。 




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00GWY6ISQ






レイルウェイ、ターミナル、そして故郷へ
　僕は棺桶職人。ある日、大変なことに気づいてしまう。 

　いどぅるが手許にないのだ。 

　人はみな、自分のいどぅるを持っている。いどぅるなしでは、人は生きていけない。 

　そして僕は、いどぅるを取り戻すため、故郷へ向かって旅を始める。 

　ハレーションを起こす風景。木の板に写真を貼っただけの薄っぺらな人間。人の肉でできた街。無数の金属板で構成される大都会。 

　行く手は迷路となり、僕の旅をさまたげる。 

　そんなとき、少女・ナオミが現れる。 

　彼女は僕の手を引き、ともに故郷へと旅をする。 

　はたして、僕は故郷にたどり着き、いどぃるを取り戻すことができるのか？ 

　夢の世界を冒険する、象徴的なファンタジー。

　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MKCJPR0






A FUNNY STORY OF A SAD STORY
　Once upon a time there lived a sad story in a kingdom near the sea. The sad story was actually a funny story because its author was not talented. People laughed at it and it felt sad. One day, the sad story met a girl who loved books so much. The sad story wanted to make the girl happy, so it went to the other kingdom to meet the happiest story in the world. Can it make the girl happy ever after? Can it meet the happiest story in the world? 




　This story was once on the magazine JOHNNY AMERICA(http://www.johnnyamerica.com/).




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00N4OBZYE

※この本は英語版です。






HAPPY ENDING and MIAI
　This book contains two love stories that occurred in Japan. 

　“HAPPY ENDING”?An experimental short story. One day Sakura Minamimori the novelist met a young woman who doesn’t read endings of stories. That was her way of reading stories. She didn’t read one of his novels entirely in front of his eyes and that made him angry. She said she would tell him the reason why she doesn’t read any endings of any stories if he writes a story only for her. And she was not in good health. Should he write a story only for her? 

　“MIAI”?Masashi was thirty-nine. He took his thirtieth miai(formal marriage interview) that day. At the miai, he met Yasuko who was not so young. On the other hand, Masashi liked a young girl who was a bookstore clerk. To his surprise, Yasuko confessed that she had been in love with other woman’s husband who had been killed by traffic accident. Should he marry a woman who once loved other woman’s husband? Could he love Yasuko?




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00NLTWGGS

※この本は英語版です。






パッチワールド
　人格シミュレーション「村田邦明Ver.7」は独自の理論「量子的同一」を宇宙で実証するため、恒星間宇宙船アポリオン3を乗っ取り、大学事務局のみどりとゼミの学生の勇を巻き込んでヒアデス星団に出発した。折しも太陽系に謎の結晶体ペダーが大量発生、地球は壊滅的被害を被る。15年かけてヒアデスに到着すると、村田は実験を再開した。そこで、ペダーが、地球生命とシンクロした、ヒアデスに数十億年後発生する生命の可能性であるということが判明した。村田は量子的同一によって地球へジャンプし帰還しようとする……クリス・ボイスの名作『キャッチワールド』へのオマージュ。第一回SF新人賞候補作を加筆。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00O5WSU7E



【栗林元既刊本】



神様の立候補／ヒーローで行こう！
　平成二年の第三十九回の衆議院総選挙を舞台にした作品。主人公・西本は地方新聞・東海新聞の専属広告会社の営業。彼に下された使命は、泡沫候補の新聞用選挙広告を法定回数五回分を全て東海新聞の扱いで獲得すること。選挙広告の扱い件数は新聞の信頼度を計るバロメーター、他紙の専属広告会社も黙ってはいない。さらに問題が一つ。その候補者は、「龍神様のお告げで立候補を決意した」というおばあちゃんだったのだ。西本は無事に扱いを獲得できるのか？ そんな新聞広告の内側をユーモアたっぷりに描いた作品。この作品は、平成三年三月の「第二回ビジネスストーリー大賞」（テレビ東京主催・日本経済新聞社後援）で佳作入選した小説に加筆したもので、今回が初公開。 

　もう一編の「ヒーローで行こう」は平成十四年の作品。ツイッター登場の四年前、地方都市に住む四人のオタク中年が、ひょんなきっかけから正義の味方をすることになる物語。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00IB9F4OE






1988 獣の歌／他1編
　気がつくと、「獣」は新生児の心の中にいた。しかも、今まさに殺されようという瞬間だった。 

　間一髪、肉体から抜け出した獣は、一人の少女の心に飛び込んでいた。しかし、無理な跳躍で、多くの記憶を喪失してしまう。 

　人の心から心へ、性行為を媒介にして移動する獣。肉体もなく、意識の中に隠れ住む獣。 

　その知性は人より神に近く、その特性は、人より獣に近い「私」を語り手に、人の心に秘めた悲しみと欲望を赤裸々に描く。 

　私（獣）とは一体何者なのか。何のために人から人へと移動するのか。そしてどこへ行こうというのだろうか。異色のエロティックSFホラー。 

　他に、ハードボイルドミステリースタイルの官能小説「探偵・隆」を収録。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00KK5I61U






盂蘭盆会●●●参り（うらぼんえふせじまいり）他2編
「盂蘭盆会●●●参り（うらぼんえふせじまいり）」 

　18歳を目前にしたお盆の夕食で、仁は 「明日のお参りにはお前も来なさい」と、父から告げられる。同じクラスの中にも、もう「お参り」をしている者が何人かいた。話によれば長男は兄弟の中でも比較的早く「お参り」に連れていかれるのだという。果たしてそのお参りとはどのようなものなのか。 




「毛布の下」 

　少年時代の夏休み、あの空き地の廃屋で見た腐った毛布の下にあったのは、噂の通り、殺された少年の死体だったのだろうか。 




「尋ね人」 

　週一回のペースで､1年近く掲載され続けている尋ね人広告｡事故死した前任者の葬儀で出会った美しい母娘に秘められた悲しい宿命が､広告マン西本を翻弄する。 




　1990年代から2000年代前半にかけて書いた｢奇妙な味｣系の作品を集めた作品集である｡







　http://www.amazon.co.jp/dp/B00NCD05MK






薔薇の刺青（タトゥー）/自転車の夏
「薔薇の刺青（タトゥー）」 

「姉のマリアンを探してほしいのです」、たどたどしい日本語で涙を浮かべた依頼人は、フィリピンからやってきた美貌のシンガー、テッシー・パドレスだ。保険事務所の下請け調査にうんざりすると、ついつい私は、こんな案件を受けてしまう。 

　日本人と結婚して永住権を手にしたマリアンは、どこへ消えたのか。昭和六十年の名古屋市を舞台に、外人タレントプロダクション、偽装結婚、など、裏社会を描いたハードボイルド作品である。 

「自転車の夏」 

　青空文庫に収録された青春小説に加筆した作品。 

　一九七七年春、栗山肇・十九歳は、かろうじて滑り込んだ愛知大学で、右も左もわからぬうちに少林寺拳法部に入部した。高校三年間、天文部で望遠鏡を覗いていた肥満気味の少年が、マンガ家志望で受験中にもケント紙にペンを走らせていた生粋の文化系の学生が、体育会でも最右翼の武團連合といわれる厳しさで右に出る者のないクラブ・少林寺に入ってしまったのである。 

「俺達、この四年間で恋なんてできるんだろうか…」 

　体育会の一年生の、恋や青春の葛藤や政治に対する怒りとは、全く無縁の疾風怒濤の毎日を描いたユーモア青春小説である。 




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00RQ5LMQ8



【murbo既刊本】



宇宙キッド 怪獣図鑑 魔人ゴース編
　架空の連続TVアニメーションである、宇宙キッドに登場する敵怪獣などをカード風のレイアウトで紹介する図鑑。第一巻は宇宙魔人ゴースの作り出すアイアンモンスターと宇宙キッドの使う装備のイラストと解説。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00EM4ST80






宇宙キッド 怪獣図鑑 ドーモル団編
　架空のTVアニメ、宇宙キッドに登場する敵怪獣をカード風のデザインで紹介する図鑑。第二巻は地底人ドーモルが率いる怪獣たちのイラストと解説。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00F0CFGVQ






戦え！宇宙キッド 怪獣図鑑 超電子頭脳ズレイノウン編
　架空のTVアニメ、宇宙キッドの敵メカ怪獣をカード風に紹介した図鑑。第三巻はSSLに反旗を翻した超電子頭脳ズレイノウンの作り出すロボット群のイラストと解説。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00HRW3ELG



編集後記
　murbo／取り敢えず、今月も原稿をありがとうございます。




　murbo／表紙は有料自動車道路の標識です。

　そろそろ表紙の写真のストックがなくなるのでいい場所やものなどあったら教えてくださいませ。




　渡辺哲也（以下、渡辺）／僕はメカニック成分希望です




　murbo／岐阜基地近いんですけど、戦闘機撮りますか。




　渡辺／いいですねー航空宇宙の寂れたのも哀愁ありますよねw

　脚とかノズルとかディティールでお願いしますw




　murbo／それは博物館のほうですよw でもあそこの外にある飛行艇もいいかな。




　渡辺／そういえば最近いってないなー




　murbo／飛燕のレストアが完了したタイミングが良いですね。




　渡辺／そうなんですねーいってみないとな

　あと錆びて放置された車とか




　murbo／あー、車ね。廃車とかどこか狙えるところがあるかな。




　渡辺／廃車置き場って無くなってますよね




　murbo／徒歩五分くらいに外車の修理やってるとこがあるんです。

　そういうとこで相談したらいいかな




　渡辺／おー大好物w




　murbo／一ヶ所は国産車も扱ってて、もう一つはアメ車中心です。




　渡辺／アメ車いいですねー




　murbo／自転車で行くのが恥ずかしいので度胸がいりますよw




　渡辺／確かに

　アメ車のエンジンってメッキのイメージですw




　murbo／そうですねー、見えない所のおしゃれですよ。




　渡辺／メッキ繋がりで机の上のメッキの工具とかも絵になりますよねー




　murbo／ああ、そういえばアメ車の修理してるところは工具もピカピカの印象がありますね。




　渡辺／SNAP-ONとか、アメリカでしたっけ？




　murbo／それです。結構遠くからでも目立ちますね。

　車と、建物などちょっと見てこようと思います。

　ネタが無いと花になりますw




　渡辺／花も好きですよw




　murbo／花は楽なんですよ、庭かその辺で撮ればいいので。




　渡辺／割とそれっぽくなりますしねw

　あと、電柱ですねw




　murbo／電柱は良い枝ぶりを探すもの面白いです。




　渡辺／夕暮れ、朝方バックで蛍光灯（当時）点いたのとかもいいですよねw




　murbo／昭和の風情ですね～ そういえば気がついたら木の電柱は無くなってますね。




　渡辺／昭和村とかリトルワールドとか簡単にいいの撮れますけど、入場料高いですよねw




　murbo／リトルワールドを忘れてました。名鉄の施設は入場料が絶妙に高く感じるんですよw

　え～、そろそろお時間、迫ってきました。




　渡辺／次回の目玉は表紙！ですねw




　murbo／次回はまた建機なんですよw




　渡辺／それはそれで楽しみです！




　murbo／ということで、表紙も注目してください～ です。では次回もよろしくお願いします！


　北極大陸　第18号

　2016年5月1日発行

　編集、レイアウト／murbo

　発行／電子パブ
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